
表　紙

3月定例会議
No.166

極真会館
葛巻道場の皆さん
（関連16Ｐ）
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３
月
定
例
会
議
は
、
３
月
７
日
か
ら
17
日
ま
で
の

11
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
鈴
木
町
長
が
施
政
方
針
を
、
次
に
千
葉
教

育
委
員
長
が
教
育
行
政
方
針
の
演
述
を
行
い
ま
し

た
。

　

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
26
年
度
一
般
会

計
と
５
特
別
会
計
な
ど
20
件
、
す
べ
て
全
議
員
の
賛

成
で
原
案
ど
お
り
『
決
定
』
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
１
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
の
対

応
や
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

５
つ
の
特
別
会
計
の
当
初

予
算
総
額
は
、
28
億
６
８
１

４
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
て

３
億
４
４
９
６
万
円
、
13
・

７
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

葛
巻
病
院
の
改
築
と
江
刈

簡
易
水
道
整
備
事
業
の
予
算

が
大
き
く
増
額
し
た
た
め
で

す
。

　

各
会
計
の
予
算
額
は
、
左

の
表
の
と
お
り
で
す
。

特
別
会
計

特
別
会
計

一
般
会
計

一
般
会
計

昨年６月に、総合運動公園で　開催されたミニサッカー大会

会　計　名 予　算　額
国 民 健 康 保 険 事 業 10億9,888万円
簡 易 水 道 事 業 5億4,393万円
農 業 集 落 排 水 事 業 1億9,113万円
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 6,747万円
国民健康保険病院事業 9億6,673万円
合  　 　 計 28億6,814万円

特別会計当初予算額一覧

３月定例会議のあらまし３月定例会議のあらまし

総合運動公園グランドを人工芝人工芝に
施
設
整
備
に
積
極
予
算

施
設
整
備
に
積
極
予
算

26年度予算26年度予算
総額総額8080億円億円

誰
も
が
「
住
み
続
け
た
い
町
、
誇
り
を
持
て
る
町
」
に

誰
も
が
「
住
み
続
け
た
い
町
、
誇
り
を
持
て
る
町
」
に

　

26
年
度
は
、
総
合
運
動
公

園
の
大
規
模
改
修
や
定
住
促

進
住
宅
の
整
備
な
ど
定
住
対

策
に
つ
な
が
る
大
型
事
業
に

も
取
り
組
み
ま
す
。
葛
巻
病

院
の
改
築
や
江
刈
簡
易
水
道

整
備
の
早
期
完
成
を
目
指
し

ま
す
。

　

ソ
フ
ト
面
で
は
、
水
洗
化

率
を
県
平
均
近
く
ま
で
短
期

間
に
引
き
上
げ
る
た
め
、
水

洗
化
工
事
に
対
す
る
補
助
対

象
を
一
般
世
帯
に
も
拡
大
し

ま
す
。

　

年
長
児
の
保
育
料
無
料
化

に
加
え
て
、
多
子
世
帯
に
対

す
る
保
育
料
の
軽
減
を
拡
充

し
て
、
子
育
て
支
援
を
さ
ら

に
充
実
し
ま
す
。

　

職
員
一
人
ひ
と
り
が
行
政

の
プ
ロ
と
し
て
町
民
の
視
点

に
立
ち
、
高
い
コ
ス
ト
意
識

と
経
営
感
覚
を
持
っ
て
、
地

域
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加

し
ま
す
。
ま
た
、
困
難
な
課

題
に
も
果
敢
に
挑
戦
で
き
る

よ
う
意
識
改
革
を
進
め
、
効

率
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め

ま
す
。

　

誰
も
が
本
当
の
意
味
で
の

「
豊
か
さ
」
や
「
幸
せ
」
を

実
感
し
「
住
み
続
け
た
い

町
」、「
誇
り
を
持
て
る
町
」

と
思
え
る
、
そ
し
て
「
山
村

の
モ
デ
ル
と
な
る
町
」
を
目

指
し
、
さ
ら
に
一
歩
も
二
歩

も
着
実
に
前
進
し
ま
す
。

町　　長
施政方針
（要約）

３月定例会議３月定例会議　

26
年
度
の
一
般
会
計
当
初

予
算
は
、
52
億
２
０
０
４
万

円
で
前
年
度
に
比
べ
て

１
億
１
９
５
３
万
円
、
２
・

３
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
全
体
の
約
６
割

を
占
め
る
地
方
交
付
税
が
、

29
億
７
０
０
０
万
円
で
前
年

度
に
比
べ
て
４
０
０
０
万

円
、
１
・
３
％
減
少
し
ま
し

た
。

　

町
債
（
借
金
）
は
、
普
通

建
設
事
業
費
が
伸
び
、
４
億

７
１
０
０
万
円
で
前
年
度

に
比
べ
て
８
１
９
０
万
円
、

21
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

町
税
な
ど
の
自
主
財
源
の

割
合
は
全
体
の
18
％
に
と
ど

ま
り
、
地
方
交
付
税
な
ど
の

依
存
財
源
に
頼
る
財
政
構
造

に
あ
り
ま
す
が
、
自
主
財
源

の
確
保
に
努
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
は
、
総
合
運
動
公

園
の
改
修
事
業
や
町
道
茶

屋
場
田
子
線
改
良
事
業
の

本
格
化
に
よ
り
、
※
１
投

資
的
経
費
が
前
年
度
に
比

べ
て
２
億
１
７
６
３
万
円
、

37
・
６
％
増
加
し
ま
し
た
。

施
設
整
備
を
積
極
的
に
進
め

る
予
算
編
成
で
す
。

　

人
件
費
は
前
年
度
に
比
べ

て
１
９
４
７
万
円
、２
・
４
％

の
減
少
、
公
債
費
（
借
金
の

返
済
額
）
は
前
年
度
に
比
べ

て
９
８
６
７
万
円
、
13
％
減

少
し
、
※
２
義
務
的
経
費
を

抑
制
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
の
詳
し
い

内
訳
は
、
３
〜
４
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
１
投
資
的
経
費
…
施
設
建
設

な
ど
将
来
残
る
も
の
に
か

か
る
お
金
。

※
２
義
務
的
経
費
…
支
出
が
義

務
づ
け
ら
れ
、
任
意
に
削

減
で
き
な
い
お
金
。

42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53

（単位：億円）

一般会計当初予算額の推移一般会計当初予算額の推移

48.948.948.9

51.351.351.3

49.349.3
48.248.248.2

45.945.945.9

47.447.447.4 47.347.347.3
48.048.048.0

51.051.051.0

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

52.252.252.2

H26
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町の借金の推移町の借金の推移

0
5
10
15
20
25
30
35
40
45

（単位：億円）
町の貯金（主要４基金）の推移町の貯金（主要４基金）の推移

91.391.391.3
85.985.9 82.082.082.0

76.376.376.3 72.172.172.1
67.467.467.4 63.563.563.5 60.660.660.6 60.760.760.7

4.14.14.1 4.64.64.6 4.04.04.0
6.66.66.6

10.510.510.5
14.814.814.8

22.122.122.1

27.427.427.4

34.334.334.3

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

58.958.958.9

40.640.640.6

H25

H25

一般会計予算　52一般会計予算　52億億2 , 0 0 42 , 0 0 4万円の万円の内訳内訳
26年度予算の内容26年度予算の内容

町
の
借
金
と
貯
金

町
の
借
金
と
貯
金

　

町
の
借
金
（
一
般
会
計
の

町
債
）
の
25
年
度
末
の
見
込

額
は
、
58
億
８
９
１
４
万
円

で
前
年
度
に
比
べ
て
、
１
億

８
２
２
２
万
円
、
３
％
減
少

し
ま
し
た
。
町
民
一
人
当
た

り
（
26
年
３
月
末
の
人
口
・

６
９
５
１
人
）
で
は
、
約
84

万
円
に
な
り
ま
す
。

　

町
の
借
金
の
推
移
は
、
左

の
表
の
と
お
り
年
々
減
少
し

て
い
ま
す
。

　

町
の
貯
金
（
※
主
要
４
基

金
）
の
25
年
度
末
の
見
込
額

は
、
40
億
５
５
１
６
万
円
で

前
年
度
に
比
べ
、
６
億
２
６

４
７
万
円
、
18
・
３
％
増
加

し
ま
し
た
。
町
民
一
人
当
た

り
約
58
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

町
の
貯
金
の
推
移
は
、
左

の
表
の
と
お
り
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。

26年度一般会計予算を町民一人当たりにすると （家計簿に例えると･･･）
繰出金 10.4％
子供への仕送り
78,392円

負担金等 19.7％
年金･保険料等
147,790円

物件費 19.5％
光熱水費等
146,176円

建設事業費 15.2％
家の増改築等
114,542円

公債費 12.6％
住宅ローン等
94,796円

扶助費 7.5％
医療費等
56,144円

人件費 15.1％
食費
113,137円

750,977円
26年3月末の人口

6,951人(　　　　　)

昨年より増改築
の費用が増えたね

歳入歳出

民生費
10億9,617万円
21.0％

民生費
10億9,617万円
21.0％

民生費
10億9,617万円
21.0％

総務費
8億903万円
15.5％

総務費
8億903万円
15.5％

総務費
8億903万円
15.5％

衛生費
7億7,795万円
14.9％

衛生費
7億7,795万円
14.9％

衛生費
7億7,795万円
14.9％

公債費
（借金の返済額）
6億5,898万円
12.6％

公債費
（借金の返済額）
6億5,898万円
12.6％

公債費
（借金の返済額）
6億5,898万円
12.6％

農林水産業費
5億6,874万円
10.9％

農林水産業費
5億6,874万円
10.9％

農林水産業費
5億6,874万円
10.9％

教育費
5億4,581万円
10.4％

教育費
5億4,581万円
10.4％

教育費
5億4,581万円
10.4％

土木費
3億5,296万円
6.8％

土木費
3億5,296万円
6.8％

土木費
3億5,296万円
6.8％

消防費
2億6,416万円　5.1％
消防費
2億6,416万円　5.1％
消防費
2億6,416万円　5.1％

議会費
6,652万円　1.3％
議会費
6,652万円　1.3％
議会費
6,652万円　1.3％

商工費
4,629万円
0.9％

商工費
4,629万円
0.9％

商工費
4,629万円
0.9％

予備費等
2,133万円　0.4％
予備費等
2,133万円　0.4％
予備費等
2,133万円　0.4％

労働費
1,210万円　0.2％
労働費
1,210万円　0.2％
労働費
1,210万円　0.2％

町税
4億7,234万円
9.1％

町税
4億7,234万円
9.1％

町税
4億7,234万円
9.1％

諸収入
9,789万円
1.9％

諸収入
9,789万円
1.9％

諸収入
9,789万円
1.9％

分担金及び負担金
6,307万円
1.2％

分担金及び負担金
6,307万円
1.2％

分担金及び負担金
6,307万円
1.2％

その他の自主財源
3億616万円
5.8％

その他の自主財源
3億616万円
5.8％

その他の自主財源
3億616万円
5.8％

地方交付税
29億7,000万円
56.9％

地方交付税
29億7,000万円
56.9％

地方交付税
29億7,000万円
56.9％

町債（町の借金）
4億7,100万円
9.0％

町債（町の借金）
4億7,100万円
9.0％

町債（町の借金）
4億7,100万円
9.0％

国庫支出金
3億7,055万円
7.1％

国庫支出金
3億7,055万円
7.1％

国庫支出金
3億7,055万円
7.1％

県支出金
3億3,543万円
6.4％

県支出金
3億3,543万円
6.4％

県支出金
3億3,543万円
6.4％

地方譲与税
6,000万円　1.2％
地方譲与税
6,000万円　1.2％
地方譲与税
6,000万円　1.2％

その他の依存財源
7,360万円　1.4％
その他の依存財源
7,360万円　1.4％
その他の依存財源
7,360万円　1.4％

自主財源
9億3,946万円
18.0％

自主財源
9億3,946万円
18.0％

自主財源
9億3,946万円
18.0％

依存財源
42億8,058万円
82.0％

依存財源
42億8,058万円
82.0％

依存財源
42億8,058万円
82.0％

項　　　目 摘　　　　要

自
主
財
源

（
町
が
自
力
で
収
入

で
き
る
お
金　
　

）

町税 町民税や固定資産税など、町民の皆
さんからの税金

諸収入 町税などの延滞金や預金利子など

分担金及び
負担金

保育所や老人ホームなどの利用者が
負担するお金

その他の
自主財源

使用料、手数料など他の収入科目に
含まれないお金

依
存
財
源

（
国
・
県
な
ど
か
ら
、
交
付
、

割
り
当
て
ら
れ
る
お
金　

）

地方交付税 町の財政需要の状況により、国から
配分されるお金

町債 事業を行うために国や金融機関など
から借りるお金

国庫支出金 事業を行うために国からもらうお金

県支出金 事業を行うために県からもらうお金

地方譲与税 自動車重量税など国税から町に配分
されるお金

その他の
依存財源

地方消費税交付金、利子割交付金、
交通安全対策特別交付金など

項　　目 摘　　　　要

民生費 高齢者や障がい者、保育所の運営など社会保
障に充てる経費

総務費 町の財産管理や町税の事務などに充てる経費

衛生費 保健・衛生・環境などの事務に充てる経費

公債費 事業のために国などから借りたお金の元利償
還金

農林水産業費 農林・畜産業の振興などに充てる経費

教育費 小・中学校の運営や社会教育・体育事業などに
充てる経費

土木費 道路・公園・河川などの建設や維持管理に充て
る経費

消防費 防災や災害時の活動などに充てる経費

議会費 議会の運営に充てる経費

その他の経費 商工費、労働費、諸支出金、予備費などの経
費

教育費が前年
より54％増加
しています。

※
主
要
４
基
金

・
財
政
調
整
基
金

・
町
債
減
債
基
金

・
地
域
づ
く
り
振
興
基
金

・
公
共
施
設
等
整
備
基
金



7 平成26年４月23日発行No.166 6平成26年４月23日発行No.166

26年度予算　注目事業26年度予算　注目事業
安心・安全な教育環境の整備安心・安全な教育環境の整備 総合運動公園の大規模改修総合運動公園の大規模改修

トイレの水洗化を支援トイレの水洗化を支援

新たなくずまき型の新たなくずまき型の
　　　　　畜産体制を構築　　　　　畜産体制を構築

定住促進住宅の整備定住促進住宅の整備

就学前教育の支援を拡大就学前教育の支援を拡大

障がい者の通院費を助成障がい者の通院費を助成

　多目的グラウンドの芝生化と 陸上用トラックを舗装（６レー
ン）。野球場のスコアボードの改 修など。
　２ヵ年の工事で、27年度の完 成予定です。

　小屋瀬小校舎、江刈中校舎と体育館の耐震補強工事に
向けた設計。
　江刈小校舎の改築に向けた基本設計。

トイレの水洗化改修経費の一部を助成。
・高齢者、障がい者世帯：補助率2/3（上限40万円）
・一般住宅世帯：補助率1/2（上限30万円）

　粗飼料生産の受委託体制の構築などに向けた検討を
進めます。

　町内在住の若者や町外からの移住者を対象とした賃貸
住宅を整備。単身世帯を含めて10世帯程度が入居でき
る住宅。

　年長児の保育料の無料化に加えて、子供が３人以上の
世帯では、さらに１子分の保育料が無料になります。
【例】小学１年生、年長児、年中児の世帯では、
　　　年長児と年中児の保育料が無料。
　そのほか、年長児を中心にバイオリンを指導します。

　精神障がいや難病の方の通院費の一部を助成。
　公共交通機関のバスなど利用した場合、往復運賃の２分
の１の額を助成します。

予算額
1,270万円 予算額

1億　　　
8,730万円

予算額
250万円

予算額
154万円
※バイオリン指導

事業分

予算額
1億円

予算額
200万円

予算額
1,850万円

「葛巻町」と言う名の
宝箱から飛び出した、
新たな事業などを
お知らせします。
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26年度予算を検証26年度予算を検証

定
住
促
進
住
宅

建
設
場
所
は

総
合
運
動
公
園

改
修
の
内
容
は

江
刈
簡
水
整
備

今
後
の
計
画
は

新
病
院
の
改
築

現
状
の
課
題
は

新
老
人
ホ
ー
ム

着
工
の
時
期
は

学
力
テ
ス
ト

本
町
の
成
績
は

災
害
発
生
時
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

道
路
改
良
工
事

整
備
内
容
は

牧
草
地
の
除
染

完
了
見
込
み
は

総
務

企
画

教　

育

委
員
会

建
設

水
道

葛
巻

病
院

健
康

福
祉

教　

育

委
員
会

農
林

環
境

建
設

水
道

農
林

環
境

　
　

定
住
促
進
住
宅
の
建
設

場
所
や
構
造
は
。

　
　

建
設
場
所
は
、
町
中
心

部
の
公
共
施
設
解
体
跡
地
に

建
設
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

建
物
の
構
造
は
木
造
で
、

単
身
世
帯
を
含
め
て
10
世
帯

程
度
が
入
居
で
き
る
集
合
住

宅
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

総
合
運
動
公
園
の
改
修

工
事
は
２
カ
年
の
工
期
で
す

が
、
そ
の
内
容
は
。

　
　

総
合
運
動
公
園
の
４
０

０
ｍ
ト
ラ
ッ
ク
内
側
の
多
目

的
グ
ラ
ン
ド
を
、
人
工
芝
に

整
備
し
ま
す
。
４
０
０
ｍ
ト

ラ
ッ
ク
６
レ
ー
ン
を
全
天
候

型
に
舗
装
し

ま
す
。

　

26
年
度
は

土
の
入
れ
替

え
と
路
盤
の

整
備
。
27
年

度
は
芝
生
の

張
り
付
け
と

全
天
候
型

レ
ー
ン
の
舗

装
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　
　

江
刈
簡
易
水
道
整
備
事

業
の
、
今
後
の
計
画
は
。

　
　

25
年
度
は
、
橋
場
、
今

待
、
野
中
地
区
を
実
施
。
26

年
度
は
漏
水
の
多
い
、
荒
沢

口
、
遠
矢
場
、
車
門
と
栗
山

地
区
の
一
部
を
行
う
予
定
で

す
。

　
　

新
病
院
の
改
築
は
※
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
発

注
で
す
が
、
業
者
に
提
案
す

る
課
題
の
内
容
と
開
設
時
期

は
。

　
　

工
期
の
短
縮
、
採
算
性

の
確
保
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト

の
縮
減
、
長
寿
命
化
な
ど
に

対
す
る
構
造
上
の
考
え
方
な

ど
の
課
題
を
設
定
し
、
業
者

か
ら
技
術
提
案
し
て
も
ら
い

ま
す
。

　

新
病
院
の
開
設
時
期
は
、

28
年
度
後
半
の
診
療
開
始
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
改
築

の
基
本
設
計
内
容
と
着
工
時

期
は
。

　
　

新
病
院
の
完
成
に
併
せ

て
建
設
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
建
設
工
事
は
、
基
本
構

想
の
策
定
、
用
地
の
確
保
や

農
地
転
用
な
ど
の
土
地
手
続

き
、
実
施
設
計
、
工
事
の
手

順
で
す
。

　
　

全
国
学
力
テ
ス
ト
で
岩

手
県
の
数
学
Ａ・
Ｂ
の
学
力

成
績
が
全
国
で
下
位
で
す

が
、
本
町
の
実
態
は
。

　
　

本
町
の
数
学
Ａ
・
Ｂ
の

学
力
成
績
は
、
県
平
均
を
上

　
　

自
立
・
分
散
型
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
シ
ス
テ
ム
と
新
病

院
建
設
の
関
わ
り
は
。

　
　

役
場
周
辺
の
施
設
に
、

災
害
時
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供

給
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

病
院
改
築
計
画
の
中
で
熱

供
給
を
検
討
し
て
お
り
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る

冷
暖
房
設
備
の
設
置
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

26
年
度
の
道
路
改
良
工

事
の
内
容
は
。

　
　

町
道
４
カ
所
の
工
事
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
内
容
は

左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　
　

牧
草
地
な
ど
の
除
染
事

業
の
進
捗
状
況
と
事
業
が
完

了
す
る
時
期
は
。

　

私
は
、
26
年
度
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
予
算
に
つ
い

て
、
賛
成
の
立
場
で
討
論
し

ま
す
。

　

26
年
度
は
、
し
っ
か
り
と

し
た
財
政
運
営
の
下
「
山
村

の
モ
デ
ル
」
と
な
る
た
め
、

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た

施
策
が
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト

の
両
面
か
ら
盛
り
込
ま
れ
た

予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
生
活
に
身
近
な
も
の

で
は
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
を

大
幅
に
促
進
す
る
た
め
、
補

助
対
象
を
一
般
世
帯
ま
で
拡

充
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
の
振
興
で
は
、
老
朽

化
が
著
し
い
江
刈
小
学
校
の

改
築
に
向
け
た
基
本
計
画
の

策
定
が
行
わ
れ
、
多
子
世
帯

に
対
す
る
保
育
料
の
軽
減
を

拡
充
す
る
な
ど
、
町
の
将
来

を
担
う
子
供
た
ち
の
教
育
環

境
の
向
上
へ
の
取
り
組
み
が

あ
り
ま
す
。

　

特
別
会
計
は
、
新
病
院
の

工
事
が
始
ま
り
、
28
年
度
の

後
半
に
診
療
を
開
始
す
る
目

標
が
示
さ
れ
た
こ
と
で
、
そ

の
完
成
を
心
待
ち
に
す
る
町

民
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

26
年
度
当
初
予
算
案
は
、

だ
れ
も
が
本
当
の
意
味
で
の

豊
か
さ
や
幸
せ
を
実
感
し
、

「
住
み
続
け
た
い
町
、
誇
り

を
持
て
る
町
」
と
思
え
る
、

そ
し
て
「
山
村
の
モ
デ
ル
」

と
な
る
町
の
実
現
に
向
か
っ

て
前
進
す
る
内
容
で
す
。

　

な
お
、
事
業
の
執
行
に
当

た
っ
て
は
所
期
の
目
的
が
達

成
さ
れ
、
最
大
限
の
効
果
を

出
せ
る
よ
う
進
捗
管
理
を
徹

底
し
、
適
時
適
切
な
対
応
を

改
め
て
求
め
ま
す
。

辰 

柳 

敬 

一 

議
員

反
対
討
論
な
し

吉ヶ沢地区で進む牧草地の除染作業
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～輝くふるさと常任委員会～

　３月13日と14日に、26年度
予算の審査を行いました。
　主な質疑の内容をお知らせし
ます。

一 般
会 計

特 別
会 計

問問

問

問

問

問

問

問

問

答答

答

答

答

答

答

答

答

　

着
工
ま
で
に
は
３
年
の
期

間
を
要
す
る
見
込
み
で
す

が
、
農
地
転
用
な
ど
の
土
地

手
続
き
が
不
用
な
場
合
は
、

２
年
で
着
工
が
可
能
と
考
え

ま
す
。

　
　

27
年
度
ま
で
の
実
施
計

画
で
、
25
年
度
は
約
３
１
６

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
除
染
を
行
い

ま
し
た
。

　

残
り
２
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
除
染
を
、
27
年
度
ま
で

に
実
施
す
る
こ
と
が
難
し
い

状
況
で
す
。

　

県
の
補
助
事
業
の
活
用
が

見
込
ま
れ
る
28
年
度
ま
で
に

完
了
す
る
よ
う
に
進
め
ま

す
。

回
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
授

業
力
の
向
上
や
家
庭
学
習
の

充
実
を
推
進
し
、
確
か
な
学

力
を
子
供
た
ち
に
身
に
つ
け

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

町道名 内　　　　　容

茶屋場田子線 元町橋から役場裏までの用地取得
など

葛巻浦子内線 拡幅や改良工事のための測量調査
など

寺　沢　線 改良工事の実施

町　裏　線 用排水路の流雪溝機能化に向けた
調査など

※
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

　

発
注
者
の
課
題
に
対
す

る
技
術
提
案
書
や
、経
験
、

計
画
に
臨
む
体
制
な
ど
を

評
価
・
検
討
し
た
う
え
で
、

最
も
適
切
な
「
設
計
者
」

を
選
ぶ
方
式
。

新たな水道管の設置工事が進む橋場地区

賛
成
討
論

賛
成
討
論
（
要
約
）



　
　
　
　

25
年
度
国
保
会
計

の
状
況
は
、
国
保
税
額
が
加

入
者
の
減
少
や
低
所
得
者
の

増
加
か
ら
当
初
見
込
み
よ
り

５
０
０
万
円
ほ
ど
減
額
に
な

り
ま
す
。
歳
出
で
は
医
療
費

の
大
幅
な
伸
び
か
ら
、
５
４

０
０
万
円
の
補
正
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。
財
政
調
整
基

金
も
枯こ

渇か
つ

状
態
で
す
。

　

財
源
不
足
と
な
っ
た
場
合

は
、
国
保
税
の
税
率
の
見
直

し
に
よ
り
財
源
確
保
す
べ
き

も
の
で
す
が
、
消
費
税
増
税

な
ど
を
考
慮
し
、
26
年
度
は

一
般
会
計
か
ら
１
億
３
３
０

０
万
円
を
繰
り
出
し
て
、
国

保
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

一
般
的
に
加
入
者
数
が
、

３
０
０
０
人
未
満
の
小
規
模

保
険
者
の
財
政
運
営
は
厳
し

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
国

で
は
、
29
年
度
ま
で
に
市
町

村
国
保
を
都
道
府
県
に
移
行

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め

て
お
り
、
こ
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、
国
保
制
度
の
安

定
的
な
運
営
を
図
り
ま
す
。
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問

答

増加する空き家対策は

「空き家バンク制度」を充実強化
柴
しは

田
た

 勇
いさ

雄
お

 議員

　
　
　
　

少
子
高
齢
化
に
よ

り
、
全
国
で
空
き
家
が
増
え

続
け
、
社
会
問
題
化
し
て
い

ま
す
。

　

特
に
、
老
朽
化
し
て
放
置

さ
れ
た
空
き
家
は
、
周
囲
の

景
観
を
損
ね
、
大
雪
や
台
風

で
倒
壊
の
恐
れ
な
ど
危
険
に

さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
空
き
家
の
解
体
は

費
用
が
多
額
で
、
更
地
に
す

る
と
固
定
資
産
税
が
高
く
な

る
事
情
な
ど
も
あ
り
、
思
う

よ
う
に
解
決
で
き
な
い
側
面

が
あ
り
ま
す
。

　

町
が
考
え
て
い
る
、
空
き

家
問
題
の
対
応
策
は
。

　
　
　
　

国
が
平
成
25
年
に

実
施
し
た
住
宅
土
地
統
計
調

査
で
は
、
抽
出
し
た
１
５
０

世
帯
の
中
で
20
％（
30
世
帯)

が
空
き
家
の
実
態
で
し
た
。

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
は
、

平
成
11
年
の
２
３
８
世
帯
が
、

平
成
25
年
に
は
４
６
６
世
帯

に
倍
増
し
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
の
要
因
は
、
高
齢

者
が
死
亡
後
に
空
き
家
に
な

る
場
合
や
、
福
祉
施
設
へ
の

入
所
や
子
供
と
同
居
す
る
た

め
の
転
出
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

固
定
資
産
税
は
、
更
地
に

す
る
と
場
所
に
よ
っ
て
は
２

倍
か
ら
３
倍
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
国
会
で
は
、
空

き
家
問
題
に
対
し
、
固
定
資

産
税
の
軽
減
策
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
法
案
が
近
々
提
出
さ

れ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
空
き
家
や
空
き

店
舗
の
有
効
活
用
を
図
る
た

め
、
現
在
あ
る
「
空
き
家
バ

ン
ク
制
度
」
の
さ
ら
な
る
充

実
強
化
に
努
め
ま
す
。

空き家が約40戸に増加した町中心部の新町地区

議
員

町
長

　
　
　
　

町
の
国
民
健
康
保

険
は
高
齢
者
や
所
得
の
低
い

方
の
加
入
割
合
が
高
い
構
造

で
、
医
療
費
が
毎
年
増
加
し

て
い
ま
す
。　

　

一
方
、
３
０
０
０
人
を
割

る
小
規
模
加
入
者
の
現
状
と

併
せ
て
国
保
税
が
縮
小
化
し
、

財
政
運
営
が
極
め
て
深
刻
な

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
国
保
会
計
の
財
政

運
営
の
見
通
し
は
。

議
員

町
長

答 問
財
政
運
営
厳
し
く

基
金
も
枯こ

渇か
つ

状
態

国
保
会
計
の

財
政
見
通
し
は

一般質問　３月７日に、柴田議員が一般質問を行いました。一般質問は、町の行政全般にわた
り、事務の執行状況や将来の方針などを幅広い視点から報告や説明を求め質問します。
　議員の質問できる時間は、１時間以内です。

柴 議 が 般質
～ 今ここが聞きたい ～定 例 会 議 な ど で定 例 会 議 な ど で

決 ま っ た こ と決 ま っ た こ と

機
能
別
団
員

設
置
内
容
は

総
務

企
画

　
　

機
能
別
団
員
の
設
置
内

容
や
被
服
の
貸
与
は
。

　
　

消
防
団
員
を
退
団
さ
れ

た
方
で
、
住
ん
で
い
る
と
こ

ろ
の
分
団
に
所
属
し
て
も
ら

う
考
え
で
す
。
地
元
分
団
内

の
火
災
な
ど
の
災
害
出
動
が

主
な
活
動
で
す
。

　

機
能
別
団
員
に
は
、
は
ん

て
ん
と
帽
子
を
配
布
し
ま
す
。

　

消
防
団
員
が
行
う
消
防
演

習
な
ど
の
訓
練
に
は
参
加
し

ま
せ
ん
。

問答
条

例

改

正

条

例

改

正

人

事

案

件

人

事

案

件

請

負

契

約

請

負

契

約

●
消
防
団
員
の
定
員
、任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る

条
例
の
改
正

　

消
防
団
員
に
、
新
た
に
※

機
能
別
団
員
を
設
置
し
ま

す
。
報
酬
額
は
年
額
１
万
円

で
す
。

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

の
推
薦
（
再
任
）

　

下し
も

屋や

敷し
き

利と
し

美み

さ
ん
（
浦
子

内
）
を
候
補
者
と
し
て
推
薦

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
29
年
６
月
30
日

ま
で
。

●
除
雪
機
械
格
納
庫
整
備
工

事
（
内
田
子
地
区
）

◇
契
約
額

　

１
億
４
５
４
万
円

◇
工
期　

26
年
10
月
27
日

◇
契
約
相
手　

株
式
会
社 

恵
工
業（
盛
岡
市
）

◇
工
事
の
規
模

延
床
面
積
７
９
８
平
方

メ
ー
ト
ル

グリーンテージで行われた火災防御訓練

　

３
月
定
例
会
議
で
、
条
例
の
一
部
改

正
な
ど
の
審
議
が
行
わ
れ
、
す
べ
て
全

議
員
の
賛
成
で
原
案
ど
お
り
『
決
定
』

し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

退団消防団員退団消防団員をを機能別団員機能別団員にに

●
飲
料
水
供
給
施
設
条
例
の

改
正

　

４
月
か
ら
消
費
税
率
が

８
％
に
引
き
上
が
る
こ
と
に

よ
り
、
増
税
分
を
水
道
料
金

な
ど
に
上
乗
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
同
じ
住
居
の
水
道

や
下
水
道
を
３
月
31
日
以
前

か
ら
使
用
し
、
４
月
１
日
以

降
も
継
続
し
て
使
用
す
る
場

合
は
、
6
月
請
求
分
か
ら
改

正
後
の
料
金
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

●
葛
巻
病
院
使
用
料
及
び
手

数
料
条
例
の
改
正

　

在
宅
医
療
や
訪
問
診
療
の

際
に
、
病
院
が
使
用
す
る
自

動
車
の
交
通
費
と
し
て
、
１

回
当
た
り
４
０
０
円
の
負
担

に
な
り
ま
す
。

●
葛
巻
高
原
食
品
セ
ン
タ
ー

条
例
の
改
正

　

ワ
イ
ン
工
場
の
１
日
当
た

り
の
使
用
料
金
を
、
３
万
４

千
円
か
ら
２
万
８
千
円
に
減

額
し
ま
す
。

※
機
能
別
団
員

　

能
力
や
事
情
に
応
じ

て
、
特
定
の
活
動
に
の
み

参
加
す
る
消
防
団
員
。
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定 例 会 議 な ど で定 例 会 議 な ど で
決 ま っ た こ と決 ま っ た こ と

補

正

予

算

補

正

予

算

　

一
般
会
計
に
４
億
３
６
４

３
万
円
追
加
し
、
総
額
を
63

億
５
７
６
９
万
円
と
し
ま
し

た
。

　

地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金

１
億
７
１
７
０
万
円
を
、
26

年
度
事
業
の
総
合
運
動
公
園

改
修
工
事
の
財
源
に
充
て
る

た
め
、
公
共
施
設
等
整
備
基

金
に
積
み
立
て
ま
し
た
。

　

各
会
計
の
補
正
額
と
主
な

予
算
の
使
い
み
ち
は
上
の
表

の
と
お
り
で
す
。

台
風
18
号
の
大
雨
で
路
肩
が
崩
壊

し
た
町
道
上
外
川
線

建
設
事
業
の

繰
越
し
理
由
は

建
設

水
道

　
　

当
初
予
算
に
計
画
し
て

い
た
工
事
を
繰
り
越
し
す
る

理
由
は
。

　
　

橋
の
修
繕
工
事
で
は
、

県
と
の
協
議
や
設
計
に
日
数

を
要
し
て
発
注
が
遅
れ
、
年

問答

度
内
の
完
成
が
困
難
に
な
り

ま
し
た
。

　

震
災
復
旧
工
事
の
加
速
化

で
資
材
不
足
が
生
じ
た
こ
と

や
、
台
風
18
号
に
よ
る
災
害

復
旧
対
応
の
事
務
が
増
え
、

工
事
の
進
捗
や
監
理
に
遅
れ

が
で
て
繰
り
越
し
す
る
も
の

で
す
。

　

26
年
２
月
６
日
、
葛
巻
町

議
会
は
全
国
町
村
議
会
議
長

会
か
ら
「
全
国
優
良
町
村
議

会
表
彰
」を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　

こ
の
表
彰
は
、
議
会
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
議

会
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
、

同
表
彰
の
受
賞
は
３
回
目
と

な
り
ま
す
。

　

本
町
議
会
は
、
議
会
改
革

の
集
大
成
と
も
い
え
る
「
議

会
総
合
条
例
」
の
制
定
な
ど

の
政
策
活
動
が
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
を
励
み
に
、
町

政
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向

上
を
目
指
し
、
今
後
も
議
会

の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

優
良
町
村
議
会
表
彰
を
受
賞

　

３
月
定
例
会
議
と
定
例
会
議
以
外
の
会

議
で
、
25
年
度
補
正
予
算
の
審
議
が
行
わ

れ
、
す
べ
て
全
議
員
の
賛
成
で
原
案
ど
お
り

『
決
定
』
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

台
風
被
害
か
ら
の
早
期
復
旧
へ

台
風
被
害
か
ら
の
早
期
復
旧
へ

2525年度補正予算年度補正予算
会　計　名 補正額 補正後の予算額

一　般　会　計 5億3,664万円 63億5,769万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 4,627万円 11億7,647万円

簡易水道事業 5万円 2億9,877万円

農業集落排水事業 307万円 2億　385万円

後期高齢者医療事業 61万円 7,162万円

《主な予算の使いみち》

■ 台風18号による災害復旧事業費………１億410万円
　・林業施設（林道など）３カ所
　・公共土木施設（河川と道路）16カ所

■ 町道の路面や法面の総点検事業費………2,200万円

■ 除雪に要する経費の増額…………………1,370万円

　

３
月
に
行
わ
れ
た
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
で
、
新
た
に

２
名
の
議
員
が
当
選
し
、
議
員
定
数
10
人
に
よ
る
議
会
が

始
ま
り
ま
し
た
。
任
期
は
、
28
年
１
月
19
日
ま
で
。

大お
お　

平ひ
ら　

　
　

守ま
も
る　

65
歳

（
田
子
）

山や
ま　

崎ざ
き　

邦く
に　

廣ひ
ろ　

59
歳

（
小
田
）

　この度の町議会議員補欠選挙で無
投票当選となり、複雑な心境と議員
としての重責を感じています。
　今後町民の皆さんと一緒に町政の
発展とまちなか活性化に努力します。

　この度の町議会議員補欠選挙で当
選させていただきありがとうござい
ます。
　皆さまの福祉の向上のため、安全
で安心な町づくりの推進に努力して
参りたいと思います。

町政を担う新たな議員町政を担う新たな議員

　

去
る
２
月
10
日
、
鳩
岡
明
男

議
員
（
69
歳
）
が
急
逝
さ
れ
ま

し
た
。

　

鳩
岡
議
員
は
、
平
成
８
年
１

月
か
ら
18
年
１
カ
月
に
わ
た
り

町
議
会
議
員
と
し
て
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
間
、
産
業
経
済

常
任
委
員
長
、
総
務
教
民
常
任

委
員
長
を
歴
任
さ
れ
、
平
成
20

年
１
月
か
ら
１
期
４
年
間
は
副

議
長
の
要
職
を
努
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

誠
実
で
温
厚
な
人
柄
は
、
多

く
の
方
か
ら
信
望
を
集
め
、
町

の
公
衆
衛
生
組
合
連
合
会
会
長

も
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
幅
広
く

活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
２
月
会
議
で
、
全
員
で

黙
と
う
を
捧
げ
た
の
ち
、
輝
く

ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
の
鈴
木

満
委
員
長
が
追
悼
演
説
を
行
い

ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

ま
す
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
ま
す故 鳩岡明男議員

議
会
構
成
な
ど
の
変
更

議
会
構
成
な
ど
の
変
更

　

２
議
員
の
当
選
に
よ
り
、

議
員
の
議
席
と
議
会
構
成
が

一
部
変
更
し
ま
し
た
。

輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会

盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合
議
会

議
会
運
営
委
員
会

　

議
長
が
次
の
２
人
を
指
名

し
、
全
会
一
致
で
選
任
し
ま

し
た
。　

　

委
員　

山　

崎　

邦　

廣

　

委
員　

大　

平　
　
　

守

　
指
名
推
選
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
全
会一致
で
選
任
し
ま
し
た
。

　

議
員　

柴　

田　

勇　

雄

　

議
長
が
指
名
し
、
次
の
と

お
り
全
会
一
致
で
選
任
し
ま

し
た
。

　

委
員　

辰　

柳　

敬　

一

議員の議席が変わりました
傍　聴　席

議席番号７
山岸　はる美

議席番号８
辰柳　敬一

議席番号９
高宮　一明

議席番号10
中崎　和久

議席番号３
柴田　勇雄

議席番号４
鈴木　満

議席番号５
姉帯　春治

議席番号６
小谷地喜代治

議席番号１
山崎　邦廣 質問席

演壇

議長 事務局長

議席番号２
大平　守

執行当局 執行当局
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地
方
議
会
に
求
め
ら

れ
る
、
今
後
の
活
動
の
あ

り
方
は
。

　

議
会
総
合
条
例
を
制
定

し
た
こ
と
に
よ
る
意
義
と

今
後
の
課
題
は
。

　
　

議
会
総
合
条
例
は
、

町
民
に
対
し
て
議
会
の
会

議
の
あ
り
方
や
決
め
方
を

オ
ー
プ
ン
に
し
た
も
の

で
、
全
国
で
も
希
な
条
例

で
す
。
ま
た
、
議
会
と
町

当
局
が
し
っ
か
り
と
議
論

さ
れ
た
内
容
で
す
。

　

今
後
の
議
会
の
あ
り
方

は
、
議
場
で
町
民
の
方
々

か
ら
意
見
を
聴
く
。
さ
ら

に
は
テ
レ
ビ
の
画
面
を
通

じ
て
、
町
民
の
方
々
と
一

緒
に
な
っ
て
考
え
る
場
に

な
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
ま
す
。

　

町
民
参
加
と
い
う
こ
と

を
具
体
的
に
見
え
る
形
に

し
て
い
く
と
い
う
こ
と

が
、
議
会
に
求
め
ら
れ
る

活
動
だ
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
は
、
条
例
を
ど
の

よ
う
に
執
行
し
て
い
く
の

か
、
目
標
設
定
や
進
行
管

理
を
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

問答 質
問
者

柴
田　

勇
雄 

議
員

地
方
議
会
の
活
動

地
方
議
会
の
活
動

今
後
の
あ
り
方
は

今
後
の
あ
り
方
は

田
口
参
考
人
に
質
問

田
口
参
考
人
に
質
問

田口准教授

　
　

地
方
交
付
税
の
削
減

に
よ
り
地
方
へ
及
ぼ
す
影

響
と
、
地
方
の
活
性
化
対

策
で
最
も
重
要
な
こ
と

は
。

　
　

独
自
の
財
源
確
保
が

厳
し
い
地
方
は
、
地
方
交

付
税
に
頼
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
で
す
。

　

国
で
は
、
地
方
法
人
税

の
一
部
を
地
方
交
付
税
に

充
て
る
新
た
な
動
き
が
あ

り
ま
す
。
財
源
に
余
裕
が

　
　

産
業
振
興
な
ど
、
岩

手
県
に
お
け
る
本
町
の
振

興
施
策
の
考
え
は
。

　
　

日
本
の
経
済
状
況

が
良
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
地
方
に
そ
の
影
響
が

伝
わ
っ
て
こ
な
い
状
況
で

す
。

　

そ
の
中
、
県
内
で
も
、

県
南
、
県
北
、
沿
岸
地
域

で
所
得
の
格
差
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
所
得
が
し
っ

か
り
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば

あ
る
東
京
都
の
収
入
を
、

財
源
確
保
が
厳
し
い
地
方

に
使
う
仕
組
み
を
考
え
て

い
ま
す
。

　

地
方
の
活
性
化
に
は
、

地
域
の
産
業
や
産
品
、
自

然
条
件
、
観
光
な
ど
の
潜

在
力
を
活
か
し
て
、
地
域

自
ら
が
活
性
化
に
つ
な
げ

る
取
り
組
み
を
積
み
重
ね

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

国
の
政
策
と
の
整
合
性
を

取
り
な
が
ら
進
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
国
が
目
指

し
て
い
る
政
策
と
、
地
域

が
進
め
よ
う
と
す
る
こ
と

が
逆
向
き
で
は
成
果
が
上

が
り
ま
せ
ん
。

　

国
の
政
策
の
方
向
を
見

な
が
ら
、
地
域
独
自
の
取

り
組
み
を
進
め
る
こ
と

が
、
地
方
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
考
え
ま
す
。

所
得
が
高
い
地
域
に
人
が

移
っ
て
い
く
状
態
に
な
り

ま
す
。
今
後
、
県
北
や
沿

岸
地
域
に
企
業
を
誘
致
す

る
行
動
を
、
町
と
県
と
共

に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、町
づ
く
り
に
は
、

町
と
議
会
が
真
剣
に
議
論

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
通

年
の
会
期
制
の
議
会
を
、

県
議
会
も
注
視
し
た
い
で

す
。

問

問

答

答

質
問
者

山
岸 

は
る
美 

議
員

質
問
者

鈴
木　
　

満 

議
員

地
方
に
お
け
る

地
方
に
お
け
る

活
性
化
対
策
は

活
性
化
対
策
は

岩
手
県
に
お
け
る

岩
手
県
に
お
け
る

町
の
振
興
施
策
は

町
の
振
興
施
策
は

鈴
木
参
考
人
に
質
問

鈴
木
参
考
人
に
質
問

千
葉
参
考
人
に
質
問

千
葉
参
考
人
に
質
問

鈴木衆議院議員

千葉県議会議員

　

町
民
に
、
よ
り
身
近

な
議
会
を
目
指
し
、
皆

さ
ん
の
声
を
聴
く
機
会

と
し
て
、
今
後
も
参
考

人
制
度
を
活
用
し
て
行

き
ま
す
。

　

県
内
で
最
小
の
議
会

で
す
が
、
充
実
し
た
審
議

を
通
じ
て
町
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
議
員
一
同

な
お
一
層
努
力
し
ま
す
。

※
参
考
人
制
度

　

地
方
公
共
団
体
の

事
務
に
関
す
る
調
査

な
ど
、
利
害
関
係
者

や
学
識
経
験
者
の
出

席
を
求
め
て
意
見
を

聴
い
て
参
考
に
し
、

議
会
審
議
の
充
実
を

図
る
た
め
の
制
度
を

い
い
ま
す
。

○　

新
潟
県
立
大
学
国
際

　
　

地
域
学
部
准
教
授

　
　
　

 

田　

口　

一　

博 

氏

○　

衆
議
院
議
員

　
　
　

 

鈴　

木　

俊　

一 

氏

○　

岩
手
県
議
会
議
員

　
　
　

 

千　

葉　
　
　

伝 

氏

参　

考　

人

参　

考　

人

　

１
月
20
日
か
ら
「
葛
巻
町
議
会
総
合
条
例
」
に

よ
る
議
会
運
営
が
始
ま
り
、
本
会
議
で
※
参
考
人

制
度
を
活
用
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
月
21
日
に
開
会
し
た
議
会
１
月
会
議
で
３
人

の
参
考
人
を
招
致
し
、
今
後
の
議
会
の
あ
り
方
や

町
づ
く
り
の
参
考
に
す
る
た
め
、
３
人
の
議
員
が

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

県内初県内初
本
会
議
で
参
考
人
に
問
う

本
会
議
で
参
考
人
に
問
う



16

イインンタタビビュューー
I N T E R V I E W

Ｑ
．
自
己
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ
。

　

１
月
９
日
か
ら
、
タ
カ
ナ
シ
乳
業

岩
手
工
場
の
工
場
長
と
し
て
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
。
神
奈
川
県
の
出

身
で
、
葛
巻
町
の
よ
う
な
雪
国
で
の

勤
務
は
初
め
て
で
す
。

　

妻
、
子
供
３
人
の
５
人
家
族
で
す
。

４
月
か
ら
葛
巻
町
で
一
緒
に
暮
ら
し

て
い
ま
す
。

Ｑ
．
葛
巻
町
の
印
象
は
。

　

町
の
皆
さ
ん
は
と
て
も
人
柄
が
良

く
、
親
切
な
方
が
多
い
と
感
じ
ま
す
。

　

と
て
も
自
然
が
豊
か
で
、
風
力
発

電
施
設
や
景
色
が
す
ば
ら
し
い
場
所

が
多
く
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
家

族
で
ド
ラ
イ
ブ
を
し
な
が
ら
、
葛
巻

町
の
魅
力
を
探
索
し
て
み
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
工
場
の
す
ぐ
近
く
に
酪
農

家
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
環
境
は
、
と

て
も
魅
力
的
で
す
ね
。

Ｑ
．
タ
カ
ナ
シ
乳
業
で
の
お
仕
事
は
。

　

町
内
の
酪
農
家
さ
ん
か
ら
集
ま
っ

た
生
乳
を
し
っ
か
り
と
製
品
化
し
て
、

販
売
す
る
こ
と
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

葛
巻
の
良
質
な
生
乳
を
原
料
に
し

て
い
る
「
低
温
殺
菌
牛
乳
」
は
、
都

市
部
の
消
費
者
に
大
変
好
評
で
す
。

こ
の
牛
乳
を
美
味
し
い
と
言
っ
て
く

れ
る
お
客
様
が
多
い
の
で
、
品
質
管

理
に
は
十
分
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
震
災
後
の
影
響
は
。

　

震
災
の
影
響
で
販
売
が
落
ち
込
み

ま
し
た
が
、
現
在
は
回
復
し
て
い
ま

す
。
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
努
力
に
感

謝
し
ま
す
。

Ｑ
．
町
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
飲
め

る
牛
乳
を
、
愛
情
を
込
め
て
提
供
し

ま
す
。

　

家
族
を
含
め
て
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
交
流
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

タカナシ乳業株式会社岩手工場　工場長

関
せき

根
ね

　工
たくみ

 さん（47歳）

愛
情
を
込
め
た
牛
乳
を

表 紙表 紙

編
集
後
記

　

例
年
よ
り
も
雪
が
多
い
冬
で
し
た

が
、
よ
う
や
く
気
温
が
上
が
り
春
ら

し
い
時
季
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
に
２
名
の
新
議
員
が
当
選

し
、
議
員
定
数
10
人
で
の
議
会
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の
声
や
意
見

を
把
握
し
、
町
政
に
反
映
さ
せ
る
よ

う
、
新
た
な
気
持
ち
で
議
会
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

広
報
常
任
委
員

高　

宮　

一　

明

情 報 公 開
　議長が議会の対外的活動をするための経費が議長交
際費です。各団体の総会、式典の会費が主なものです。

1月 59,000円（
（
（

商工会新年交賀会
ほか

町安全協議会懇談会
ほか

葛巻高等学校教職員
送別会ほか

）
）
）

38,000円
32,000円

2月
3月

N
o.　
　

166
３
月
定
例
会
議

平
成
26年

４
月
23日

発
行

発
行
　
葛
巻
町
議
会

編
集
　
広
報
常
任
委
員
会

〒
028-5495 岩

手
県
岩
手
郡
葛
巻
町
葛
巻
16-1-1

TEL・
0195-66-2111　

FA
X・
0195-66-2780

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▶
http://w

w
w
.tow

n.kuzum
aki.iw

ate.jp/

　平成22年に葛巻道場を開設し、大人から子供ま
で20人の道場生が週２回練習を行っています。
　極真空手は、体を鍛えるイメージが強いですが、
心も鍛える武道です。
　最近では、東北レベルの大会に出場して優勝す
る道場生がいるなど、全員が力をつけてきていま
す。
【表紙：気合いの入った練習後の極真会館葛巻道場生】

森林認証した紙を使用して
おります。

「くずまき議会だより」は、ユニバーサルカラーとユニバーサルフォント
に対応しており、より多くの方に視認しやすく、判読しやすいように配慮
して制作しております。一部当たり約58円で作成されています。
印刷：㈱白ゆり　〒020-0122 岩手県盛岡市みたけ6-1-50

次の定例会議は7月４日(金)です。


